
「第1回 新しい地方経済・生活環境創生有識者会議」
発言資料（ジャーナリスト 細川珠生）

2024年11月29日（金）9時30分〜11時

＠中央合同庁舎８号館 1階講堂



自己紹介

・ジャーナリスト：政治全般、教育、憲法、地方自治

ラジオ番組26年６か月〜Podcast 30年間

・「自治体の挑戦」の連載（地方独自の先進的な取り組み、政治改革）

・品川区教育委員会委員（２期）

・大学での非常勤講師（現代政治論）、大学理事、建設会社社外取締役

・大学院博士後期課程1年（人間科学専攻教育研究領域）
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1．検証：一極集中の是正

①大学進学：首都圏の大学への進学の抑制の検証

→定員厳格化と例外措置のあり方

国際競争力の観点からの大学のあり方

②地方大学の研究の多様化：学業における興味関心分野への対応

地方大学・地域産業創生交付金制度

→分野の多様化が不足
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2．アンコンシャスバイアスの解消

①女性のリーダー層の拡充：

女性議員の増加促進・女性議員空白議会の解消

②「政治分野の男女共同参画推進法」の見直し 

地方議会の自主的な取り組み

③自治会等の地域組織役職への登用＠Tamao Hosokawa 4



3．地方分権

①国・地方の役割分担の明確化：

国・都の役割の明確化と着実な実行

 「地域の多様な関係者の知恵が十分に引き出されてきたか、国においてこれを十分に後押しして

こられたか」（R6.10.7衆・本会議）

②アンケート結果の活用
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